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において重要な意義があると考えられる。まず、臨
床場面におけるどのような要素が話しことばでのコ
ミュニケーションを促進したかを明らかにすること
で、学校等においても話しことばの表出を促進する
環境を設定することができる可能性があることが考
えられた。またこの結果から、スクールカウンセラー
や中間教室、各種相談機関や医療機関でのカウンセ
リングを積極的に活用することが有効である可能性
が高いことが示唆された。相談機関等の具体的な活
用方法として、1）把握が困難な本人の意思や感じて
いる不安を聞くこと、2）学校等で話ができるための 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
スモールステップの一つに組み込むこと、3）他者と
のコミュニケーションの練習の場とすること、が挙
げられる。一方この結果は、少人数や個別での臨床
場面における話しことばによるコミュニケーション
が可能であってもそれが学校等に般化しづらいこと
も示していると捉えられた。学校等以外の場面での
場面緘黙児の臨床に携わる者は臨床場面で話せるこ
とをゴールとせず、緘黙状態となっている学校等に
おける改善を目指した介入を行う必要があるとこと
が指摘された。 
